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災害は､忘れた頃にやってくる！

～ 想定にとらわれるな ～

過去に学ぶ・・・高波災害・繰り返しの水害
＜日本海に面し、山を背負い、排水の悪い土壌＞

＜大和川海岸・・想定津波の高さ：約５ｍ ＞
※１分で到達か！

＜糸魚川海岸・・・想定津波の高さ：約１２ｍ＞
＜太平洋側・・・・想定津波の高さ：数１０ｍ ＞

（２０１４年８月２６日政府公表「日本海側大地震の調査報告より」）

ひとりで(自助)、みんなと(共助)、
さらに(挑戦 いつでも･どこでも)



自分１：防災に関する知識

自分２：危険を察知する感覚

自分３：知識､感覚をもとに､正しく

判断する力

自分４：安全に避難する行動力

保護者も一緒に
考えました。

日常防災



日常防災

登下校途中・遊んでいる時・家にいる時等、
避難する時どんなことに注意が必要か確認！



【９月の防災主任の話】

「９月１日は、何の日で

しょうか？」

「そう、防災の日です。」

「１９２３年９月１日に

発生した関東大震災に

ちなんで制定されました。」

「校長先生の誕生日でも

あるんですよ。」

【７月の校長の話】
２０１１年７月１１日
「糸魚川で発生した

水害」の話！

日常防災

火災対応避難訓練

防火扉は、
自分で開けます。

煙体験。しゃがんで、
身をかがめます。

防災行事



３分が勝負！ウルトラ
マンで３階へ避難！

防災行事

防災行事



市消防本部の職員を
講師に迎えて！
全職員がその時 判断を！

日常防災

ふるさとに をもつ

｢思いやり､助け合い｣の をもつ

｢学校･家庭･地域｣の の強化



防災行事

地域防災会議

地域、保護者、学校が連携し、
市総合防災訓練の綿密な打ち合わせ

地域連携



○休日開催
○学校（児童）､保護者

が地域活動に参加

２０１４
洪水､土砂災害を想定

地域連携

２０１３
津波想定

防災行事



「みんなで食べると、
おいしいね！」

がんばりを
認め合う活動

日常防災

チームで協力
風船バレー

防災行事

防災クイズ
「消防車と救急車は１１９、
海の事故は○○○」



ペア学年で協力して、
高台へ避難

１１月５日「津波防災
の日｣に合わせて実施！

防災行事

防災行事

「いつでもどこでもかま
ど」で研がずに米が炊け
る袋(お袋の技)でご飯を
炊き、豚汁を作りました。

協働して生き抜く知恵や
思いやりの心と態度が
身に付きます。



☆いつでも(大人になっても)
☆どこでも(どこで生活しても)

「防災教育掲示板」
常設！

２年連続、防災教育
チャレンジプランに
取り組んでいます！

「地域内のどこにいるか
によって、避難場所が
違うんだね。」

日常防災



地域主催
「子どもキャンプ」

地域連携

災害時に役立つロープの
結び方を習ったよ！

２０１４

２０１３

地域の専門家による防災訓練！

普通救命法の講習会

学校職員と保護者､地域住民が一緒に学びました。

地域連携



学校便りによる家庭、
地域への啓発

毎月、防災教育関係の記事を掲載！
地域全戸に配付しています！

防災教育を
意識した
運動会

糸魚川地域
津波最大波高

約１２ｍ

地域連携

通学路安全点検

国土交通省、県、
市、地域、警察、
保護者が連携

「みんなの命は
みんなで守る！」

地域連携



成果①「長野県北部地震の対応」

○１１月２２日（土）２２時０８分頃 発生

○糸魚川市で震度４

○教職員の迅速な対応

・緊急連絡網（防災マニュアルに沿って）

・学校に駆けつけ、校内巡視、地域巡視

・翌朝、電話で児童の安全確認

○事後アンケートの実施（児童、保護者）

・自分で判断し、行動できた児童 ６０％

（机の下にもぐるなど）

成果②「児童アンケートより」
質問 １学期（％）２学期（％）

生活科や総合的な学習の勉強
に進んで取り組んでいます。

９１．３

話す人の方を見て、話を最後
まで聞こうとしています。

９０．８

自分や周りの人の安全に気を
つけて行動しています。

９４．０

地震、津波、水害、火事など
が起きた時、一人でも安全に
避難する方法が分かります。

９８．４

友達と力を合わせて活動する
ことができます。

９６．７

困っている人がいたら、やさ
しい言葉がけをしています。

９４．０

９０．８

８９．７

９３．０

９７．７

８９．７

９１．４



成果③「保護者アンケートより」
質問 １学期 ２学期

学校は、児童が自分を振り返り、友達
とかかわる力をつけるために、学校行
事、学年活動、縦割り班活動等に工夫
して取り組んでいる。

９９．０

学校は、児童の防災意識を高めるため、
安全・防災教育を行っている。

９９．０

児童は、相手を思いやり、丁寧な言葉
遣いをしている。

７２．０

児童は、ルールやマナーを守って行動
している。

９１．０

児童は、登下校や自転車乗りなど、自
他の安全に気をつけて行動している。

９４．０

児童は、災害（地震、津波、水害等）
についての対応を考えている。

８３．０

９９．０

９９．０

７７．０

９２．０

９６．０

８１．０

成果④「児童について」

○児童は自然環境のもつ両面（恵みと災害）

を関係付けて考え、自然との共生を身に

付けることができた。

○地域に愛着をもつ児童が育っている。

○児童の防災意識が高まっている。

○児童に「安全に避難するための知識、感覚、

判断力、行動力」が身に付いてきた。

○児童は仲間同士で協力し合い、助け合える

ようになってきた。



成果⑤「地域との連携について」

○学校・家庭・地域の防災への意識が高まった。

○学校・家庭・地域の三者が協力して、防災力

を高める連携体制が整ってきた。

○関係機関（国土交通省､新潟県､糸魚川市）

との連携体制が整ってきた。

○市内の小･中学校へ発信

・市防災教育研修会で当校の取組を紹介

・市校長会で発表

１ ふるさとに愛着と誇りをもち、心の拠り所と

なるようおもしろ体験を積み重ねる。

２ 自分の安心安全を守る工夫をする。

３ 定期的に学校･家庭･地域が防災を話し合う。

４ 繰り返し地域や学校での避難訓練を実施する。

５ 防災情報を収集し、発信し続ける。

６ 「いつでも・どこでも」役立つ防災力を磨く。

７ ｢ひとりで･みんなと･さらに｣防災力を高める。




